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1月 2１日(土)、「信頼関係を築くには」

というテーマで、今年度 2回目のスタッ

フ勉強会を行ないました。前回の「仕事

に活かせる気付き」をテーマとした話し

合いから派生した「信頼関係づくり」、

スタッフどうしのコミュニケーション

が基本ですが、意識的に声に出す・相手

に発信する行為が受け手側の気付きと

なり、相互理解につながります。それで

は、信頼関係構築に至るまでにはどのよ

うなプロセスが必要なのでしょうか。 

 

●信頼を作る上でのキーワード 

勉強会の導入部分で、私がぱれっと創

設者谷口理事と、この 29 年間如何に信

頼関係を築いてきたかを 20 分ほど話を

しました。その中で、両者の関係性につ

いていくつかキーワードを交えながら

参加スタッフに伝えました。「同じ方向

を見ている」「遠慮なく言い合える」。え

びす青年教室時代のボランティアとし

てのかかわりから、おかし屋ぱれっと所

長として、スリランカ事業での海外活動、

そして世代交代、とても 20 分では語り

尽くせない数々のエピソードはありま

すが、ぱれっとの理念の共有をベースに、

34 年間ぶれずに苦楽を共にしてきた話

をしました。 

各セクション 3グループに分かれ、谷

口、南山、相馬がそれぞれファシリテー

タを務め、スタッフのキャリアの違いは

ありますが、仕事の中で何を大事に人間

関係を意識しているか、3つのキーワー 

ドに整理しながらグループワークを行

ないました。それぞれのグループからは、 

 

 

 

お互いを尊重することや共通の目標を

共有すること、本音で言い合う、共感す

る、お互いを認める、この「認める」に

ついても、「認め合う」のではなく認め

る。この表現のこだわりには、自分自身

が相手を認めるという意味が込められ

ていて、まずは相手を尊重するところに

重きがあります。 

 

●信頼を深く掘り下げるには・・・ 

どのグループからも共通に出たキー

ワードが「尊重」でした。価値観の尊重、

一人ひとりが必要な人材であること、相

手を認めること。お互いの考え方に納得

できる理由づけがあってはじめて認め

合えること、すなわち目的・目標の共有

が得られることで信頼関係が築かれる

ことが整理されました。そこには本音で

言い合える職場の雰囲気が必要です。言

いたいこと・言うべきことを相手に伝え

る、お互いの考え方・価値観を共有する

ことが信頼関係構築につながります。 

次回の勉強会では、理念の共有を図り、

これからぱれっとが目指していくもの

は何かを探る勉強会となります。 

 理事長 相馬宏昭 

 

職員の感想◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

●ぱれっと事務局              

職員 西川寿惠（２年目） 

私が在籍している事務局の信頼関係

とは、他セクションの皆さんが日々円滑

に仕事に没頭出来る場を作りサポート

して行く場だと考えます。そのためには、

色々な知識やサポート体制が必須とな
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ってくる事でしょう。それは私一人で出

来る事ではありません。 

現在の事務局内での良好な人間関係

が信頼関係を導いています。本音で言い

合い、尊重し、対話をし、共有する。あ

る時は、解りあえるまで話し合い解決し

て行く。これは事務局ならではの事かも

しれませんが、本来はどのセクションで

も必要な事です。日々の忙しさに紛れて

対話ではなく、メールだけで済ませてし

まってはいませんか？ 

直接対話をする事によってより良い

人間関係を築き、深まり、信頼関係が生

まれ、難問を解決して行く事も出来ます。

前回からの『声に出す』とても大事な事

です。何も言わなければ解決しません。

前進しません。より良い関係も築けませ

ん。従って信頼関係も築けないと考えま

す。今回のテーマは今まであまり考える

事無く、普通に言葉で発し過ごしていま

した。改めて考え直す事は大変有意義で

したが、とても重い内容です。 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

●おかし屋ぱれっと  

職員 玉井七恵（４年目） 

前回から間を開けずに 2度目の勉強会

をしたことで、セクションを超えてスタ

ッフ間で本音で話し合う関係の土台が

でき始めていると感じます。言葉をじっ

くり交わすことで個々人の間の溝が埋

まってきていると感じとても有意義で

した。 

この 2回の勉強会で色々なスタッフの

話を聞き、ぱれっとのスタッフは「人が

好き」というところが共通していると感

じました。また、一つの大きな目標に向

かって進む同志であり仲間であること

を改めて認識しました。この実感が私が

仕事をする上での勇気になっています。 

諸先輩方に追いつき、少しでもぱれっ

とを、ひいては福祉を前に進める力にな

りたいし、後輩が迷っている時にはヒン

トをスッと出せるようになりたい、また、

先輩後輩関係なく、仲間としていつでも

助け合える関係でありたいと思います。 

今回の議論で辿りついたこの思いに

立ち返れば、今後お互いを認め合い、本

音で話し合うことを恐れず、目標に向か

って日々の業務に取り組んでいけるの

ではないかと思いました。 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

●えびす・ぱれっとホーム  

職員 武安 倫（２年目） 

前回に引き続き、やはり全スタッフが

顔を合わせて話すことは貴重な時間だ

と感じました。異なるセクションのスタ

ッフとの議論は新しい発見があり、とて

も面白いです。今回は職員同士の信頼関

係がテーマの勉強会でしたが、再度ぱれ

っとの理念に立ち返り、目的の共有の大

切さに結びつくことが今回自分として

も得られた大きな学びでした。 

他のグループの話に出ていた職員同

士の「対話」の重要性は必要不可欠だと

共感できました。スタッフそれぞれの考

え方があって当然ですから、お互いが納

得できるまで議論することは大切なの

だと感じました。全てのセクションのス

タッフの話を聞けば聞くほど、ぱれっと

は現在大変な時期にあるのだと感じ、妥

協せずに共に乗り越えて行くことで絆

が深まり、深い信頼関係が作られていく

のだと感じました。 

⑨ 


